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 平成25年６月19日に提出した第13期（自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日）有価証券報告書の記載事項の

一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため、有価証券報告書の訂正報告書を提出するものでありま

す。 

  

第一部 企業情報 

第２ 事業の状況 

７ 財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析 

２.財政状態等の分析 

（1）連結貸借対照表 

  

  

 訂正箇所は＿＿＿線で示しております。 
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（訂正前） 

  

    （前略） 

  

貸出金……引き続きノンコア資産の圧縮を進めており、またコンシューマーファイナンス子会社による貸出は減少し

たものの、コンシューマーファイナンス業務全体では「新生銀行カードローン レイク」による順調な積

み上げもあって減少ペースは緩やかになってきており、さらに法人向け貸出、住宅ローンなどを着実に実

行したことから、前連結会計年度比1,556円増となりました。 

  

    （後略） 

  

  

  

（訂正後） 

  

    （前略） 

  

貸出金……引き続きノンコア資産の圧縮を進めており、またコンシューマーファイナンス子会社による貸出は減少し

たものの、コンシューマーファイナンス業務全体では「新生銀行カードローン レイク」による順調な積

み上げもあって減少ペースは緩やかになってきており、さらに法人向け貸出、住宅ローンなどを着実に実

行したことから、前連結会計年度比1,556億円増となりました。 

  

    （後略） 

   

                                                 以上

１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

２【訂正事項】

３【訂正箇所】


